
新
学
期
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

が
、
共
働
き
や
ひ
と
り
親
家
庭
の

子
ど
も
た
ち
が
放
課
後
を
過
ご
す

学
童
保
育
（
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
）

は
、
31
人
の
子
ど
も
が
入
所
で
き

ず
に
待
機
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
年
度
の
学
童
保
育
（
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
）
の
入
所
申
し
込
み

は
１
９
５
８
名
、
実
際
の
入
所
児

童
は
１
８
２
５
名
と
な
り
ま
し
た
。

入
所
申
し
込
み
の
取
り
下
げ
も

あ
り
ま
す
が
、
待
機
と
な
っ
た
子

が
31
名
に
の
ぼ
る
こ
と
は
重
大
で

す
。
ク
ラ
ブ
別
に
は
粕
壁
15
名
、

幸
松
６
名
、
八
木
崎
３
名
、
南
桜

井
３
名
、
豊
春
２
名
、
武
里
１
名
、

正
善
１
名
で
す
。

特
に
粕
壁
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
入

所
希
望
が
増
加
し
て
い
ま
す
が
、

学
校
敷
地
内
に
児
童
ク
ラ
ブ
を
設

置
す
る
ス
ペ
ー
ス
が
な
く
、
空
き

教
室
も
な
い
こ
と
か
ら
、
高
学
年

の
15
名
が
待
機
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
プ
レ
ハ
ブ
施
設
と
空
き
教

室
で
定
員
１
０
０
名
で
す
が
、
１

～
３
年
生
の
１
３
９
名
を
受
け
入

れ
て
い
ま
す
。
ト
イ
レ
が
不
足
す

る
な
ど
事
態
は
深
刻
で
、
拡
充
は

急
務
で
す
。

今
年
新
設
さ
れ
た
江
戸
川
小
中

学
校
に
定
員
40
名
の
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
が
設
置
さ
れ
、
15
名
が
入

所
し
ま
し
た
（
江
戸
川
小
中
学
校

の
前
身
、
富
田
小
・
宝
珠
花
小
に

は
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
）
。
市
内
の
全
小

学
校
に
設
置
と
な
り
ま
し
た
が
、

江
戸
川
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、

学
校
の
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
を
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
と
し
て
も
使
用
す
る

も
と
い
う
も
の
で
す
。

子
ど
も
の
遊
び
と
生
活
を
保
障

す
る
た
め
に
は
、
学
校
施
設
の
併

用
で
は
な
く
、
独
立
専
用
ス
ペ
ー

ス
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

４
月
か
ら
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

運
営
が
、
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

民
間
株
式
会
社
「
ト
ラ
イ
」
に
変

わ
り
、
保
育
の
質
の
継
続
と
指
導

員
の
継
続
雇
用
を
求
め
る
運
動
が

広
が
り
ま
し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会
の
１
６
５
名

の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員

（
パ
ー
ト
も
含
む
）
の
う
ち
１
２

９
名
（
78
・
19
％
）
が
（
株
）
ト

ラ
イ
と
雇
用
契
約
を
結
び
ま
し
た
。

す
べ
て
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に

経
験
者
が
配
置
さ
れ
、
大
き
な
混

乱
も
な
く
新
学
期
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

指
導
員
不
足
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
現
在
は
、
有
資
格

者
93
名
の
定
数
は
確
保
さ
れ
、
指

導
員
の
待
遇
は
維
持
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
そ

も
そ
も
春
日
部
の
指
導
員
の
待
遇

は
、
県
内
他
市
と
比
較
し
て
低
す

ぎ
る
も
の
で
、
仕
事
と
責
任
に
見

合
っ
た
待
遇
に
改
善
を
は
か
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
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協
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導
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３
月
12
日
、
大
野
と
し
子
議

員
は
、
①
デ
マ
ン
ド
交
通
の
導

入
で
、
高
齢
者
の
外
出
機
会
の

確
保
を
②
庄
和
地
域
東
武
線
以

南
に
消
防
分
署
を
、
に
つ
い
て

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

多
く
の
高
齢
者
の
方
か
ら
、

「
免
許
を
返
納
し
、
病
院
や
買

い
物
に
タ
ク
シ
ー
を
使
っ
て
い

る
が
、
経
済
的
に
大
変
」
「
み

ん
な
で
出
か
け
た
い
と
思
っ
て

も
、
今
の
春
バ
ス
で
は
時
間
が

合
わ
な
い
」
な
ど
の
声
が
あ
り
、

日
常
生
活
の
移
動
に
困
っ
て
い

る
実
態
が
あ
り
ま
す
。
「
交
通

弱
者
の
み
な
さ
ん
の
移
動
手
段

は
、
喫
緊
の
課
題
」
と
指
摘
し

ま
し
た
。

現
在
、
多
く
の
自
治
体
で
高

齢
者
を
は
じ
め
、
交
通
弱
者
の

み
な
さ
ん
の
要
望
に
応
じ
た
デ

マ
ン
ド
交
通
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
県
内
で
は
18
自
治
体
、

近
隣
で
は
、
久
喜
市
、
白
岡
市
、

幸
手
市
が
実
施
し
て
い
ま
す
。

大
野
議
員
は
、
「
久
喜
市
は
、

①
市
内
循
環
バ
ス
、
②
乗
合
タ

ク
シ
ー
、
③
タ
ク
シ
ー
補
助
と

要

望
に
応
じ
て
、
３
つ
の
方
法
で

実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
市

が
め
ざ
す
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー

（
福
祉
な
ど
の
機
能
を
市
街
地

に
集
約
す
る
）
の
ま
ち
づ
く
り

を
実
施
し
て
い
る
富
山
市
の
公

共
交
通
を
充
実
し
た
事
例
を
参

考
に
、
農
村
部
な
ど
交
通
不
便

地
域
に
デ
マ
ン
ド
交
通
を
導
入

す
る
こ
と
」
を
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
「
高
齢
者
も
い
き
い

き
過
ご
せ
る
ま
ち
」
を
掲
げ
て

い
る
市
長
に
。
高
齢
者
の
移
動

手
段
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
認

識
を
質
し
ま
し
た
。

都
市
整
備
部
長
は
「
公
共
交

通
活
性
化
協
議
会
に
お
い
て
、

春
日
部
市
に
デ
マ
ン
ド
交
通
は

な
じ
ま
な
い
と
し
て
お
り
、
考

え
て
い
な
い
。
」
と
交
通
弱
者

の
移
動
手
段
の
充
実
に
背
を
向

け
る
答
弁
で
し
た
。
市
長
は
、

「
高
齢
者
の
移
動
手
段
も
含
め

総
合
的
に
考
え
て
い
き
た
い
。
」

と
答
え
る
の
み
で
し
た
。

交
通
弱
者
の
移
動
手
段
は
増
々

重
要
な
課
題
で
す
。
引
き
続
き

提
案
・
要
求
し
て
い
き
ま
す
。

庄
和
消
防
署
は
、
東
武
線
以

北
に
あ
り
ま
す
。
東
武
線
以
南

の
東
中
野
地
区
は
住
宅
が
増
え
、

人
口
は
こ
の
5
年
間
で
３
３
１

人
と
増
加
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
方
か
ら
、
「
消
防
車

や
救
急
車
が
出
動
す
る
際
、
踏

切
で
止
ま
る
こ
と
が
あ
る
。
人

口
が
増
え
、
高
齢
化
し
て
い
る

地
域
な
の
で
、
住
民
の
安
心
安

全
の
た
め
に
東
武
線
以
南
に
消

防
分
署
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。
」

と
切
望
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
野
議
員
は
、
「
救
急
車
の

到
着
時
間
は
、
1
分
1
秒
を
争

い
ま
す
。
平
成
30
年
度
救
急
車

の
到
着
時
間
は
は
最
長
32
分
で

し
た
。
人
口
が
増
加
し
て
い
る

と
東
武
線
以
南
に
消
防
分
署
を

設
置
す
べ
き
。
」
と
提
案
し
ま

し
た
。
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デ
マ
ン
ド
交
通
の
導
入
で

高
齢
者
の
外
出
の
確
保
を

行田市 秩父市

加須市、本庄市

東松山市、深谷市

志木市、幸手市

白岡市、久喜市

滑川町、北本市

川島町、鳩山町

小川町、小鹿野町

寄居町 ときがわ町

県内導入の自治体

高
齢
者
の
移
動
手
段
の

確
保
は
喫
緊
の
課
題

緊
急
時
の
対
応
は
１
分

１
秒
が
生
死
を
分
け
る

市立医療センター ℡735-1261(夜間毎日、土･日･祝日)内･外 小児救急電話相談#8000
4/21(日） 南部厚生病院（内科系）大場20-1 ℡736-7511 浜崎医院（小児科系）

備後西３-８-27 ℡745-6000 舘浦整形外科（外科系）永沼２２２９－１℡74６-4832

4/28(日) みくに医院（内科系）下大増新田97-1 ℡737-1212 竹田クリニック（小児科系）武里団地3-23-103

℡735-4501 みやざわ耳鼻咽喉科（外科系）中央1-52-8 ℡745-8733


